別紙１

対象火力設備における保守管理について

１．運転管理

　次の項目について、運転管理基準を定め適切な運転管理を行う。

	設　　備
	運　転　管　理　項　目
	注

	ボイラー

蒸気タービン

ガスタービン
	・過熱器及び再熱器の出口における蒸気の圧力及び温度

・ボイラーの蒸発量又は給水流量

・ドラム内の水位

・ドラム内の圧力

・ボイラー水及び給水の水質

・使用燃料

・過熱器及び再熱器のスプレー水量又はスプレー前後の蒸気温度

・ボイラーの効率

・発電機の出力

・主蒸気止め弁の前及び再熱蒸気止め弁の前の蒸気の圧力及び温度

・蒸気タービンの速度

・蒸気タービンの排気圧力

・蒸気タービンの抽気の圧力及び温度

・蒸気タービンの軸受の入口における油圧

・蒸気タービンの軸受温度又は軸受の出口における油温

・潤滑油の性状

・蒸気タービンの制御油圧

・蒸気加減弁の開度

・蒸気タービンの振動

・蒸気タービンの効率

・車軸、車室の伸び及び伸び差（車室が２個以上あるものに限る）

・発電機の出力

・ガスタービンの速度

・ガスタービンの空気圧縮機の吐出圧力（炉頂圧ガスタービンは除く。）

・ガスタービンの入口におけるガスの温度

・ガスタービンの軸受の入口における油圧

・ガスタービンの軸受温度又は軸受の出口における油温

・潤滑油の性状

・ガスタービンの制御流体の圧力

・ガスタービンの振動

・ガスタービンの空気圧縮機の入口における空気温度（炉頂圧ガスタービンは除く。）

・使用燃料（炉頂圧ガスタービンは除く。）

・ガスタービンの効率（小型ガスタービン及び炉頂圧ガスタービンは除く。）
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注１；ユニット方式の場合は、主蒸気止め弁の前及び再熱蒸気止め弁の前における蒸気の圧力及び温度でもよい。

注２；必ずしも記録を要しない。ただし、運転管理基準に照らして異常のある場合は記録しておくこと。

注３；ユニット方式の場合は、ユニット総合効率でもよい。

注４；発電電力量でもよい。

注５；フリータービン式ガスタービンにあっては、ガス発生機の速度及び出力タービンの速度とする。また、必ずしも記録を要しないが、運転管理基準に照らして異常のある場合は記録しておくこと。

注６；ガスタービンの出口におけるガスの温度でもよい。

注７；屋内設置のものにあっては、発電装置の吸気口における空気温度、屋外設置のものにあっては、大気温度でもよい。また、必ずしも記録を要しないが、運転管理基準に照らして異常のある場合は記録しておくこと。

注８；総合効率でもよい。

２．日常点検

　次の項目について日常における巡視点検方法を定め、状況を確認する。なお、巡視点検頻度は１日に１回以上とする。

	設　　備
	日　常　点　検　項　目

	ボイラー安全弁

主要配管

火炉

蒸気タービン

主要熱交換器等

ガスタービン

ガスタービン空気圧縮機
	・シート部からの蒸気の漏洩

・ハンガー類の異常

・配管からの蒸気、ガスの漏洩

・配管の振動

・燃焼状態

・火炉内部の異常

・振動、異音

・車室からの蒸気の漏洩

・ボルト、ナット類のゆるみ

・軸受の振動、異音、過熱及び排油の状態

・蒸気の漏洩

・水位

・振動、異音、過熱その他の異常

・ガス、潤滑油等の漏洩

・架台、支持金具類の異常及びボルト、ナット類のゆるみ

・軸受の振動、異音、過熱及び排油の状態

・振動、異音その他の異常

・潤滑油の漏洩

・架台、支持金具類の異常及びボルト、ナット類のゆるみ

・軸受の振動、異音、過熱及び排油の状態

	主要回転機

蒸気タービン、ガスタービン、ガスタービン空気圧縮機を除く。

主要弁

ガスシールタンク
	・本体の振動、異音、温度上昇

・グランド部からの蒸気、ガスの漏洩

・軸受の油温、油面、油の漏洩

・弁体の振動、異音

・弁のグランド部、シート部からの蒸気、ガス等の漏洩

・作動源の異常

・液位、漏れ


※フリータービン式ガスタービンにあっては、ガス発生機についてもこの表に準じて点検を行う。

３．定期点検

①　開放又は分解による機器の点検

②　機器の作動・調整試験

③　記録の点検

を各機器に応じて適切に組み合わせて実施する。

　なお、具体的な点検内容は別表に沿って各機器ごとに重要度、使用条件等を考慮し、点検の方法、頻度、判定基準等を具体的に定め設備の実情に応じた適切な点検補修を行う。また、当該設備において規定されていない項目であって、他の設備において規定されている項目がある場合はこれに準ずる。

別表

ボイラー設備定期点検の時期及び内容
	項　　　目
	定　　　期　　　点　　　検
	備　　　　考
	１月を超えて２４月を限度とする時期の延長をする場合の追加処置

	
	
	
	定期点検内容のうち隔回ごとに点検を行うとあるものは、４年インターバルとする場合、毎回点検を行うこと。

	１　ボイラー

(1) 汽水胴
　　起動バイパス用
　フラッシュタン
　クを含む
	ａ　汽水分離装置を必要な個数取外した状態で、胴内部の目視点検及び胴内部溶接線の液体浸透探傷試験（以下ＰＴ検査という）を行う。ただし、管台内面溶接部が平滑化加工されている場合は汽水分離装置の取り外しは定期事業者検査による検査の隔回ごとでよい。

	・定期点検内容に加え、累積運転時間８万時間経過後を初回として８年ごと又は６～８万時間経過ごとに次の特別精密点検を行うことが望ましい。
・管台外面溶接部及び長手・周継手外面溶接部の代表箇所の磁粉探傷試験（以下ＭＴ検査という）
・溶接で取付けられた内部装置を必要な個数取外し、管台内面溶接部のＭＴ検査を行う。


	

	　(2) 水胴
	　汽水胴に同じ。ただし、汽水分離装置は、内部装置と
読み替える。


	
	

	　(3) 管寄
　(A) 火炉
　　　節炭器

	ａ　管寄及び管寄吊金具の外観点検を行う。
ｂ　フレキシブル対策及び溶接部端部のＲ加工のいずれも未実施の管寄管台溶接部は代表点を選定し溶接部のＰＴ検査を行う。
ｃ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに管寄の点検を行う時に合わせて、他の管寄を含め、２本以上代表管寄を選定し、内部の点検を行う。

	・管寄及び管寄吊金具の外観の点検を行う場合、保温材を取り付けた管寄は保温材を取り外さなくて良い。
・累積運転時間８万時間経過後、代表箇所の管寄管台溶接部及び支持金物溶接部のＰＴ検査を行うことが望ましい。
・定期点検内容に加え、累積運転時間８万時間経過後、次の特別精密点検を行うことが望ましい。
・管寄の長手・周継手外面溶接部の代表箇所を選定し、ＭＴ検査を行う。


	

	　(B) 過熱器
　　　再熱器

	ａ　管寄及び管寄吊金具の外観点検を行う。
ｂ　フレキシブル対策及び溶接部端部のＲ加工のいずれもが未実施の管台溶接部は代表箇所を選定し、溶接部のＰＴ検査を行う。

	同　　上

	・設計温度が４５０℃以上の管寄又は大径管についてクリープに関する余寿命診断を実施すること。
診断箇所はそれぞれ最も過酷と考えられる箇所を選定すること。



	
	
	
	
	管寄せ
	火炉蒸発管寄
	

	
	
	
	
	　又は
	過熱器管寄又は主蒸気管
	

	
	
	
	
	　大径管
	高温再熱器管寄又は
高温再熱蒸気管
	

	
	
	
	

	　(4) 管
　(A) 蒸発管

	〔油焚、ガス焚ボイラーの場合〕
ａ　火炉内部の管の外観点検を行う。
ｂ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに炉内バーナーレベルまで足場を組み、ゴンドラを使いあるいは、検査ロボットを使い又は、これと同等な方法により目視点検を行う。


	・累積運転時間が８万時間以降必要に応じ管付着金物溶接部の代表箇所についてＰＴ検査を行うことが望ましい。

・必要なインターバルを定め試料管を採取し、内面の状況を確認することが望ましい。
	・フィン溶接端部の代表箇所についてＰＴ検査を行っていること。


	
	〔黒液燃焼ボイラーの場合〕
ａ　火炉内部の管の外観点検を行う。

ｂ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに炉内バーナーレベルまで足場を組み、ゴンドラを使いあるいは、検査ロボットを使い又は、これと同等な方法により目視点検を行うとともに、炉内バーナーレベルまでの裸管部について肉厚測定を行う。
ｃ　管付着金物溶接部の代表箇所について、ＰＴ検査を行う。
ｄ　スメルトスパウトについて代表箇所の肉厚測定を行う。


	・累積運転時間が８万時間以降必要に応じ管付着金物溶接部の代表箇所についてＰＴ検査を行うことが望ましい。

・必要なインターバルを定め試料管を採取し、内面の状況を確認することが望ましい。
	・腐食対策が行われているものであること。
・フィン溶接端部の代表箇所についてＰＴ検査を行っていること。

	
	〔油焚、ガス焚、黒液燃焼ボイラー以外の場合〕
ａ　火炉内部の管の外観点検を行う。
ｂ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに炉内バーナーレベルまで足場を組み、ゴンドラを使いあるいは、検査ロボットを使い又は、これと同等な方法により目視点検を行う。
ｃ　エロージョン対策を行っていない場合はスチームカットを受ける管の代表点の肉厚測定を行う。


	・累積運転時間が８万時間以上必要に応じ管付着金物溶接部の代表箇所についてＰＴ検査を行うことが望ましい。
・必要なインターバルを定め試料管を採取し、内面の状況を確認することが望ましい。

	・エロージョン対策が行われているものであること。
・フィン溶接端部の代表箇所についてＰＴ検査を行っていること。
・ゴミ焼却廃熱ボイラーにあっては、腐食対策が行われていること。

・ゴミ焼却廃熱ボイラーにあっては、炉内バーナーレベルまでの裸管部について肉厚測定を行う。

	　(B) 過熱器
　　　再熱器
　　　節炭器

	〔油焚、ガス焚ボイラーの場合〕
ａ　過熱器管、再熱器管及び節炭器管の目視点検を行う。
ｂ　インコネル系溶接棒を使用していない異材継手の代表箇所についてＰＴ検査を行う。

	・油焚ボイラーの場合には、必要なインターバルを定め過熱器管及び再熱器管の代表点の肉厚測定を行うことが望ましい。
・累積運転時間が８万時間以降必要に応じ管付着金物溶接部の代表箇所についてＰＴ検査を行うことが望ましい。


	・ＳＵＳスケール対策を行っていないボイラーにあっては、代表箇所についてスケール堆積状況を確認していること。


	
	〔油焚、ガス焚ボイラー以外の場合〕
ａ　過熱器管、再熱器管、及び節炭器管の目視点検を行
う。

ｂ　エロージョン対策を行っていない場合、過熱器管、再熱器管及び節炭器管の触手点検を行う。
ｃ　エロージョン対策を行っていない場合、過熱器管、再熱器管及び節炭器管の代表点の肉厚測定を行う。
ｄ　インコネル系溶接棒を使用していない異材継手の代表箇所についてＰＴ検査を行う。
	・必要なインターバルを定め、過熱器管及び再熱器管代表点の肉厚測定を行うことが望ましい。
・累積運転時間が８万時間以降必要に応じ管付着金物溶接部の代表箇所についてＰＴ検査を行うことが望ましい。


	・エロージョン対策が行われているものであること。　

・ＳＵＳスケール対策を行っていないボイラーにあっては、代表箇所についてスケール堆積状況を確認していること。


	２　弁
　(1) 安全弁

	ａ　作動試験を行う。
ｂ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに点検を行う時にあわせて分解し点検を行い、組立後、作動試験を行う。


	・作動試験は油圧ジャッキにより行うことができる。

	

	　(2)主要弁

	ａ　弁体・弁座の摩耗が著しいものについて、分解し点検を行う。


	
	

	３　缶水循環ポンプ

	ａ　圧力、電流等によってポンプの異常の有無を確認できる試験を行う。


	・必要なインターバルを定め開放し点検することが望ましい。
	

	４　ボイラーの附属設備
　(1) 給水ポンプ及び
　駆動用蒸気タービン

	ａ　給水ポンプにあっては圧力、流量、軸受温度等によってポンプの異常の有無を確認できる試験、駆動用蒸気タービンにあっては回転数、軸受温度等蒸気タービンの異常を確認できる試験を行う。


	・必要なインターバルを定め開放し点検することが望ましい。

	

	　(2) 通風機
　　　押込通風機、

　　　誘引通風機、
　　　ガス再循環通風機､
　　　ガス混合通風機
	ａ　風圧、軸受温度等によって通風機の異常の有無を確認できる試験を行う。
	・必要なインターバルを定め開放し点検することが望ましい。
	

	　(3) 空気予熱器

	ａ　空気出入口温度、差圧等によって空気予熱器の異常の有無を確認できる試験を行う。


	・必要なインターバルを定め伝熱面を点検することが望ましい。
	

	５　燃焼装置
　(1) バーナー
	ａ　火炉内部から外観点検を行う。


	
	

	　(2) 油ポンプ
　　　重原油ポンプ
　　　軽油ポンプ
	〔油焚ボイラーの場合〕
ａ　圧力、電流等によってポンプの異常の有無を確認できる試験を行う。


	・必要なインターバルを定め開放し点検することが望ましい。
	

	　(3) 微粉炭機

	〔石炭焚ボイラーの場合〕
ａ　電流等によって微粉炭機の異常の有無を確認できる試験を行う。


	・必要なインターバルを定め開放し点検することが望ましい。
	

	６　燃料電池改質器
	ａ　改善器の点検孔を開放し、改質器本体の内部の損傷及び改質管の形状等について目視点検を行う。


	
	


蒸気タービン設備定期点検の時期及び内容
	項　　　目
	定　　　期　　　点　　　検
	備　　　　考

	１　蒸気タービン

　(1) 車室


	ａ　高中圧上半車室を取外し隔板、ラビリンスパッキンを取り付けた状態で点検を行う。

ｂ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに低圧上半車室を取外し、隔板、ラビリンスパッキンを取付けた状態で点検を行う時にあわせて、低圧上半車室を取り外し、隔板、ラビリンスパッキンを取り付けた状態で点検を行う。

ｃ　必要に応じて下記を行う

・ＰＴ検査

・水平継手面の歪測定


	・累積運転時間１０万時間経過後、毎回、上半車室を取外し隔板、ラビリンスパッキンを取付けた状態で点検を行うことが望ましい。

・つぼ型蒸気タービンは毎回又は隔回ごとに開放し点検することで支障ない。

・４～８年ごとに、下半車室を含め隔板、ラビリンスパッキンを取外して点検を行うことが望ましい。

・累積運転時間８万時間経過後を初回として８年ごと又は６～８万時間経過ごとに、応力レベルの高い部位を選定し、特別精密点検としてＭＴ検査を行うことが望ましい。



	　(2) 車軸、円板、動翼
	ａ　車軸は取出さず静かに回転させて次の点検を行う。

・車軸

・円板

・動翼及び取付部

・シュラウド、レーシングワイヤー

・バランスウエイト取付部

ｂ　必要に応じて下記を行う。

・ＰＴ検査


	・４～８年ごとに、車軸を取外して点検を行うことが望ましい。

・累積運転時間８万時間経過後を初回として８年ごと又は６～８万時間経過ごとに、応力レベルの高い部位を選定し、次の特別精密点検を行うことが望ましい。

・硬度測定

・組織検査

・中心孔検査等



	　(3) 隔板、噴口、静翼
	ａ　高中圧初段の噴口の点検を行う。

ｂ　隔板は車室に取付けた状態で点検を行う。

ｃ　必要に応じて下記を行う。

・ＰＴ検査

・間隙測定

・スロート測定


	・４～８年ごとに、隔板を取外して点検を行うことが望ましい。



	　(4) 軸受
	ａ　軸受部の外観点検を行う。


	・車軸取外し周期に合わせて随時点検する。

	２　主要弁

　　主蒸気止弁

　　蒸気加減弁

　　再熱蒸気止弁

　　中間阻止弁


	ａ　各弁を分解してストレーナ、弁体、弁座等の点検を行う。

ｂ　必要に応じて下記を行う。

・ＰＴ検査

・間隙測定

・曲り測定


	

	３　調速装置

　　非常調速装置等
	ａ　調速機リンク機構、非常調速機、トリップ機構等の外観点検を行う。

ｂ　非常停止装置、補助油ポンプ等の作動試験を行う。


	・４～８年ごとに、次の点検を行うことが望ましい。

・レバー、リンク機構の摩耗、発錆状況の点検

・サーボ弁、電磁弁の異物混入、摩耗状況の点検

・油圧作動機器の摩耗状況の点検



	４　復水器
	ａ　水室を開放し内部及び細管の点検を行う。

ｂ　必要に応じて下記を行う。

・細管の漏洩検査（水張り）

・細管の渦流探傷検査


	

	５　蒸気タービンの付属設備

　(1) 給水加熱器
	ａ　必要に応じて給水側の漏洩検査を行う。
	・必要なインターバルを定め、水室を開放し内部及び細管の点検を行うことが望ましい。




ガスタービン（内燃型）設備定期点検の時期及び内容
	項　　　目
	定　　　期　　　点　　　検
	備　　　　考

	　ガス圧縮機
	ａ　分解点検を行う。ただし、機器の特性に応じて時間管理等によって、分解等による定期的な点検を行っているものは、必要な限りでの分解点検とする。

ｂ　試運転等により作動試験を行う。


	・機器の特性に応じて、運転時間管理等適切な方法をとる。


※１　ガスタービン本体については、設置者が定めた適切な方法に基づいて点検を行う。

ガスタービン（外燃型ガスタービン）設備定期点検の時期及び内容
	項　　　目
	定　　　期　　　点　　　検
	備　　　　考

	１　ガスタービン

　(1) 車室


	ａ　上半車室を取り外して点検を行う。隔板及びラビリンスパッキンは、必要に応じ取り外す。
	・ＰＴ検査、ＭＴ検査等の補助手段を併用して点検することが望ましい。



	　(2) 車軸、円板、動翼
	ａ　車軸は取り外し次の点検を行う。

　(a) 車軸

　(b) 円板

　(c) 翼及び取付部

　(d) シュラウド、レーシングワイヤー

　(e) バランスウエイト取付状態


	・ＰＴ検査、ＭＴ検査等の補助手段を併用して点検することが望ましい。



	　(3) 隔板、噴口、静翼
	ａ　隔板は必要に応じ車室から取り外す。


	

	　(4) 軸受
	ａ　軸受部を開放し点検を行う。


	

	　(5) 主要弁

　（危急遮断弁、調整弁）


	ａ　弁体、弁座、弁棒、シール部の点検を行う。
	・次の作動試験を行う。

・非常停止装置

 (a)非常調速装置

 (b)手動非常停止装置

・その他

 (a)補助油ポンプ自動起動

 (b)非常用油ポンプ

	　(6) 調速装置

　　　非常調速装置等
	ａ　調整装置、リンク機構、非常調速装置、トリップ機構等の外観点検を行う。

ｂ　制御油圧配管等の外観点検（必要に応じ腐蝕状況の調査）を行う。

ｃ　油圧機器の分解、調整を行う。


	

	　(7) 軸封装置
	ａ　軸封部を開放して点検を行う。


	

	　(8) 付属装置

　（ガスシールタンクを含む）
	ａ　外観点検を行う。

ｂ　配管の腐蝕状況の調査（必要に応じ）を行う。

ｃ　ガスシールタンクの開放点検（２～４年ごと）を行う。

ｄ　その他付属品の分解点検、調整（必要に応じ）を行う。


	

	　(9) その他
	ａ　パッキン、カーボンシール、ポンプランナー等の取替（時期を定めて）を行う。


	


１　炉頂圧型ガスタービンにあっては、本表に掲げる方法と同等以上の点検を行うものとする。

２　炉頂圧型ガスタービン以外のものにあっては、本表を参考に適切な点検を行うこと。

３　長期間停止したガスタービンを再稼働するに際しては必要な箇所について十分な点検・整備を行うこと。

液化ガス用燃料設備定期点検の時期及び内容
	項　　　目
	定　　　期　　　点　　　検
	備　　　　考

	１　気化器
	外観点検

ａ　気化器の外観点検を行う。


	

	
	開放点検

ａ　安全弁を開放し点検を行う。

　　安全弁組立後、作動試験を行う。


	

	
	ガス検知器

ａ　ガス検知器作動試験を行う。


	・ガス検知器作動試験については定期的に試験を行っている場合はその試験に代えることができる。

	２　貯槽
	外観点検

ａ　貯槽本体の外観点検を行う。


	

	
	開放点検

ａ　貯槽安全弁を開放し点検を行う。

　　安全弁組立後、作動試験を行う。


	

	
	沈下測定

ａ　貯槽の沈下測定を行う。


	・沈下測定を定期的に行っている場合はその測定に代えることができる。

	
	遮断弁

ａ　遮断弁開閉時間の測定を行う。


	

	３　ガスホルダー
	開放点検

ａ　安全弁を開放し点検を行う。

　　安全弁組立後、作動試験を行う。


	

	４　ガス導管
	ａ　ガス検知器作動試験を行う。

ｂ　ガス導管の沈下測定を行う。

ｃ　ガス導管の防食電流測定を行う。

ｄ　ガス漏洩検査を行う。


	・ガス導管にかかる試験等を定期的に行っている場合はその試験等に代えることができる。



	５　ガス配管


	ａ　ガス検知器作動試験を行う。
	・ガス検知器作動試験を定期的に実施している場合はその試験に代えることができる。



	６　ガス圧送機、ガス圧縮機、冷凍機
	ａ　分解し、点検を行うとともに、圧力、電流等によって圧送機等の異常の有無を確認できる試験を行う。


	・機器の特性に応じて時間管理等によって分解等による定期的な点検を行っているものは、その点検に代えることができる。






液化ガス設備（液化ガス用燃料設備を除く。）定期点検の時期及び内容
	項　　　目
	定　　　期　　　点　　　検
	備　　　　考

	１　気化器
	外観点検

ａ　気化器の外観点検を行う。


	

	
	開放点検

ａ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに安全弁を開放し点検を行う。

　　安全弁組立後、作動試験を行う。


	

	
	ガス検知器

ａ　ガス検知器作動試験を行う。


	・ガス検知器作動試験については定期的に試験を行っている場合はその試験に代えることができる。

	２　貯槽
	外観点検

ａ　貯槽本体の点検を行う。


	

	
	開放点検

ａ　必要な周期ごとに貯槽本体を開放し点検を行う。

ｂ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに安全弁を開放し点検を行う。

　　安全弁組立後、作動試験を行う。


	・貯槽の構造上開放点検を実施することが困難であるものについては、気密試験等により、開放点検に代えることができる。

	
	沈下測定

ａ　貯槽の沈下測定を行う。


	・沈下測定を定期的に行っている場合はその測定に代えることができる。



	
	遮断弁

ａ　遮断弁の作動試験を行う。


	

	３　ガス導管
	ａ　ガス検知器作動試験を行う。

ｂ　ガス導管の沈下測定を行う。

ｃ　ガス導管の防食電流測定を行う。

ｄ　ガス漏洩検査を行う。


	・導管にかかる試験等を定期的に行っている場合はその試験等に代えることができる。



	４　ガス配管


	ａ　ガス検知器作動試験を行う。
	・ガス検知器作動試験を定期的に実施している場合はその試験に代えることができる。



	５　ガス圧縮機
	ａ　定期事業者検査の隔回ごとに分解し、点検を行うとともに、圧力、電流等によって圧縮機の異常の有無を確認できる試験を行う。


	・機器の特性に応じて時間管理等によって分解等による定期的な点検を行っているものは、その点検に代えることができる。




ガス化炉設備定期点検の時期及び内容
	項　　　目
	定　　　期　　　点　　　検
	備　　　　考

	１．ガス化炉
	ａ　ガス化炉内部の目視点検を行う。

ｂ　断熱材に覆われていないガス化炉内部の溶接線については、必要に応じてＰＴ検査を行う。

ｃ　バーナーの外観点検を行う。

ｄ　給水ポンプの圧力、流量、軸受温度等によってポンプの異常の有無を確認できる試験を行う。


	・必要なインターバルを定め開放し点検することが望ましい。

	２．蒸気発生器

　(1) 胴
	ａ　汽水分離装置を必要な個数取外した状態で、胴内部の目視点検及び胴内部溶接線のＰＴ検査を行う。ただし、管台内面溶接部が平滑化加工されている場合は汽水分離装置の取り外しは定期事業者検査による検査の隔回ごとでよい。
	・定期点検内容に加え、累積運転時間８万時間経過後を初回として８年ごと又は６～８万時間経過ごとに次の特別精密点検を行うことが望ましい。

・管台外面溶接部及び長手・周継手外面溶接部の代表箇所のＭＴ検査を行う。

・溶接で取り付けられた内部装置を必要な個数取り外し、管台内面溶接部のＭＴ検査を行う。



	　(2) 管　寄
	ａ　管寄及び管寄吊金具の外観点検を行う。

ｂ　フレキシブル対策及び溶接部端部のＲ加工のいずれも未実施の管寄管台溶接部は代表点を選定し溶接部のＰＴ検査を行う。

ｃ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに管寄の点検を行う時に合わせて、他の管寄を含め、２本以上代表管寄を選定し、内部の点検を行う。
	・管寄及び管寄吊金具の外観の点検を行う場合、保温材を取り付けた管寄は保温材を取り外さなくて良い。

・累積運転時間８万時間経過後、代表箇所の管寄管台溶接部及び支持金物溶接部のＰＴ検査を行うことが望ましい。

・定期点検内容に加え、累積運転時間が８万時間経過後、次の特別精密点検を行うことが望ましい。

・管寄の長手・周継手外面溶接部の代表個所を選定し、ＭＴ検査を行う。



	　(3) 管

　　・蒸気管
	ａ　ガス化炉内部の管の目視点検を行う。

ｂ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに炉内バーナーレベルまで足場を組み、ゴンドラを使い、又はこれらと同等な方法により目視点検を行う。

ｃ　エロージョン対策を行っていない場合はスチームカットを受ける管の代表点の肉厚測定を行う。


	・累積運転時間が８万時間以降必要に応じ管付着金物溶接部の代表箇所についてＰＴ検査を行うことが望ましい。

・必要なインターバルを定め試料管を採取し、内面の状況を確認することが望ましい。

	　　・過熱器

　　　再熱器

　　　節炭器
	ａ　過熱器管、再熱器管及び節炭器管の目視点検を行う。

ｂ　エロージョン対策を行っていない場合、過熱器管、再熱器管及び節炭器管の触手点検を行う。

ｃ　エロージョン対策を行っていない場合、過熱器管、再熱器管及び節炭器管の代表点の肉厚測定を行う。

ｄ　インコネル系溶接棒を使用していない異材継手の代表個所についてＰＴ検査を行う。


	・必要なインターバルを定め、過熱器管代表点の肉厚測定を行うことが望ましい

・累積運転時間が８万時間以降必要に応じ管付着金物溶接部の代表箇所についてＰＴ検査を行うことが望ましい。



	　(4) 給水ポンプ
	ａ　給水ポンプの圧力、流量、軸受温度等によってポンプの異常の有無を確認できる試験を行う。


	・必要なインターバルを定め開放し点検することが望ましい。

	３　ガス圧縮機
	ａ　分解し、点検を行うとともに、圧力、電流等によってガス圧縮機の異常の有無を確認できる試験を行う。


	・機器の特性に応じて時間管理等によって分解等による定期的な点検を行っているものは、その点検に代えることができる。

	４　弁

　(1) ガスの通ずるもの


	ａ　安全弁を開放し点検を行う。

　　安全弁組立後、作動試験を行う。


	

	　(2) 水、蒸気の通ずるもの

　(A) 安全弁
	ａ　作動試験を行う。

ｂ　定期事業者検査による検査の隔回ごとに点検を行う時にあわせて分解し点検を行い、組立後、作動試験を行う。


	・作動試験は油圧ジャッキにより行うことができる。

	　(B) 主要弁
	ａ　弁体・弁座の摩耗が著しいものについて、分解し点検を行う。


	

	５　ガス検知器
	ａ　作動試験を行う。
	・作動試験を定期的に実施している場合はその試験に代えることができる。
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